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このにぎやかさが、
心地いい。

新しき、住みやすき町 産業振興・観光

　商店街や第一団地の皆さんの企
画によるイベント。第一団地商店
街を歩行者天国にして、お神輿あ
り、太鼓あり、ブラスバンドあり、
よさこいあり……という盛りだく
さんの内容。楽しみながら、地域
の活性化に一役買っています。

みんなで企画しています
笑
しょう

店
てん

街
がい

まつり

Shotengai Festival
The Daichi Danchi Shotengai (shopping 
street) is closed off to vehicle traffic, and a 
variety of stimulating local events are held.

　「お天王様」として古くから親し
まれ、厄除けとして行われてきま
した。夜の闇のなか、笛や太鼓の
音が街中に響きわたり、幻想的に
光る山車の引き回しが最大の見ど
ころです。盛夏に行われる毛呂山
の代表的なお祭りのひとつです。

真夏の夜を盛り上げます
毛呂本郷夏祭り

Morohongo Summer Festival
Held at the height of summer, this has been 
a familiar staple for many years and is one 
of Moroyamamachi’s most famous festivals.

晩夏を彩る華やかな花火大会
サマーフェスティバルもろやま

Summer Festival Moroyama
This festival is held every year in late August. 
2014 marked the festival’s 11th year.

産業まつり

第５代ゆず娘  写真左から  清宮千愛さん  佐々木綾香さん  大場恵子さん

　毎年、８月末に開催されるサ
マーフェスティバルもろやま。平
成26年には第11回を数え、すっ
かり晩夏の風物詩となりました。
当日は、花火大会のほかに、よさ
こいや民謡が行われ、会場はおお
いに盛り上がります。
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歴
史
と
文
化
に
恵
ま
れ
た
毛
呂
山
町
。

四
季
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、
町
の
各
地

で
様
ざ
ま
な
行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
春
に
は
、
毛
呂
本
郷
の
ゆ
ず
の
里
商
店

街
と
第
一
団
地
の
長
瀬
銀
座
商
店
街
で
、

地
域
の
お
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど

ち
ら
も
地
元
に
密
着
し
た
お
祭
り
で
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
や
商
店
街
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
に
は
、
毛
呂
本
郷
夏
祭
り
と
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
ろ
や
ま
。
ど
ち
ら
の

祭
り
も
毛
呂
山
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
、

多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
秋
は
、
年
内
で
最
も
イ
ベ
ン
ト
の
多
い

季
節
。
毎
年
11
月
23
日
に
行
わ
れ
る
ゆ
ず

の
里
ウ
ォ
ー
ク
に
は
、
２
０
０
０
人
を
超

え
る
人
が
、
秋
色
に
染
ま
っ
た
晩
秋
の
里

山
を
歩
き
ま
す
。

　
冬
に
は
、
大
類
地
区
で
そ
ば
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
、
毛
呂
山
産
の
そ
ば
粉
を
使
っ

た
手
打
ち
そ
ば
に
大
勢
の
人
た
ち
が
舌
鼓

を
打
ち
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
最
大
の
も

の
は
、
何
と
い
っ
て
も
産
業
ま
つ
り
。
毎

年
11
月
の
第
２
土
・
日
曜
日
に
行
わ
れ
、

２
日
間
で
１
万
人
を
超
え
る
人
が
会
場
で

あ
る
毛
呂
山
総
合
公
園
を
訪
れ
ま
す
。
毛

呂
山
町
商
工
会
や
Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
毛
呂
山

支
店
な
ど
の
協
力
で
、
毎
年
約
80
組
に
及

ぶ
地
域
の
店
舗
や
団
体
が
出
店
し
ま
す
。

第
５
代
ゆ
ず
娘
　
大
場
恵
子
さ
ん
、

佐
々
木
綾
香
さ
ん
、
清
宮
千
愛
さ
ん

　
「
こ
こ
数
年
、
毛
呂
山
町
は
大
き
く
変

わ
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
翼

を
担
っ
て
い
る
の
が「
も
ろ
丸
く
ん
」な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
も
第
５

代
の
ゆ
ず
娘
と
し
て
、「
も
ろ
丸
く
ん
」に

負
け
な
い
よ
う
に
お
お
い
に
町
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
一
人
で
も
多
く
の
人
が「
で
き
る
こ
と
な

ら
毛
呂
山
町
に
住
み
続
け
た
い
」と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

Heartwarming excitement.
A variety of events are held throughout Moroyamamachi in time with the changing seasons. The largest of these events is the Sangyo (“Industry”) 
Festival. Held on the second weekend (Saturday and Sunday) of November at Moroyama Sogo Park, the festival sees over 10,000 visitors each year. 
Around 80 local businesses set up stalls, and every two years a contest is held to select the next ‘Miss Yuzu,’ who is responsible for helping to 
promote the region.

Yuzu no Sato Walk
A walking event held on holidays in autumn, when the Yuzu hang heavy on the 
trees. 

ゆずの里ウォーク

C O L U M N ここがいい！！

　黄金色のゆずがたわわに実
る秋の休日に開かれるウォ－キ
ングイベントだよ。紅葉が色づ
く里山を歩くのが気持ちいいと
評判で、毎年たくさんのリピー
ターがやってくるんだ。物産品

の販売やゆず湯のもて
なしがあるなど、地元
住民との触れ合いがあ
るのも、人気の理由になっ
ているんだね。僕のバッジ
が参加賞なんだよ。


